
 

 

イノベーション創出基盤 

 

②公益財団法人石川県産業創出支援機構 

「県内支援機関の共同によるアントレプレナーシップ醸成からベンチャー企業の創出・育成

までのシームレスな支援体制の構築」（2019 年経済産業大臣賞） 

 

受賞理由： 平成 19 年度より県内外の革新的ビジネスプランを有する者を認定して集中的に育

成・支援する制度を継続的に実施し、随時制度を改善しながら大きな成果を上げている。認定

者には①補助金の交付②インキュベート施設の無料提供③融資の特例措置④創業支援アドバイ

ザーによる伴走など集中的な支援を行っている。また、アントレプレナーシップを醸成し起業

家の裾野拡大を図るため、平成 28 年度より女性に対して先輩起業家を交えたセミナーや小規模

座談会を開催しているほか、平成 30 年度より学生等に対して起業をテーマに気楽に集えるイベ

ントを毎月開催している。これらの事業を一体的に実施することにより、持続的に起業家を生

み出すことを目指している。 

(実施者) 

公益財団法人石川県産業創出支援機構 

(事業の背景及び経緯） 

平成19年度より、県内の有望なベンチャー企業を発掘・育成するために「スタートアップビジ

ネスプランコンテストいしかわ」を開始した。加えて、県全体で創業の裾野を広げるべく、昨年

度より、「地域活性化賞」「女性起業家賞」を、今年度より「学生賞」を特別賞として新設した。 

また、起業家の更なる発掘と起業の機運醸成を高めるため、平成28年度より女性に対して先輩

起業家を交えたセミナーや小規模座談会を開催している。今年度より①起業家層の拡大（アント

レプレナーシップ）、②起業家や支援者と気軽に出会う（ミートアップ）、③石川県の強みを活

かした起業家を発掘・育成する（ローカルスタートアップ）ことを目的とし、起業をテーマに、

県内の支援機関が共同で、起業家、学生、企業、支援機関等が気軽に集える場として「いしかわ

スタートアップステーション」を月1回程度開催している。 

これらの事業を、一体的に推進していくことで、県内の支援機関が一枚岩となった支援体制を

構築・強化するとともに、中長期的に県内のベンチャー発掘・育成を図り、本県の産業競争力強

化を目指していく。 

(事業内容) 

○「スタートアップビジネスプランコンテストいしかわ」 http://www.isico.or.jp/startup/ 

(ⅰ)対象者 起業前～起業後5年以内であり、革新的なビジネスプランを有する者 

(ⅱ)認定 全国公募を行い、3者程度の認定を行う。（最優秀1者、優秀2者程度） 

(ⅲ)認定起業家への支援 

ア．認定起業家への支援（認定者全て） 

・創業支援アドバイザー・支援チームによる集中支援 

・創業者支援融資の特例措置（融資限度額の拡大等） 

・県外認定者の場合は、ＵＩターン支援補助金（1,000千円） 

イ．最優秀起業家への支援（1者） 

 



 

 

 ・スタートアップ資金補助金（5,000千円） 

 ・インキュベート施設（I-BIRD（中小機構北陸）、クリエイトラボ（ISICOサテライトオフィス））

を3年間無料提供 

ウ．優秀起業家への支援（2者程度） 

・スタートアップ資金補助金（1,000千円） 

エ．特別賞の創設 

・「地域活性化賞」（H29～）、「女性起業家賞」（H29～）、「学生賞」（H30～）を創設 

オ．その他支援 

・創業支援サポートデスクによる総合相談 

・特定のテーマについて理解を深める小規模勉強会 

・先輩起業家等を交えた個別プレゼン会 

・コンテスト等の紹介を含む首都圏・関西創業セミナー 

・応募案件のブラッシュアップ（複数回首都圏・関西でも出張開催） 

・起業家交流会におけるPR、マッチング 

○「いしかわスタートアップステーション」 https://www.isico.or.jp/site/startupstation/ 

 起業をテーマに、県内の支援機関が共同で、起業家、学生、企業、支援機関等が気軽に集える

場づくりとして、月1回程度イベント（①先輩起業家や参加者を交えたディスカッション、②有名

起業家等による講演、③ワークショップ、④交流会等）を開催する。 

(成果) 

・コンテストへの応募件数 

 平成19年度のコンテスト開始から現在までの応募総数は年々増加の一途をたどっており、全国

への周知拡大や特別賞の創設に加え、女性ネットワーク事業やスタートアップステーションによ

り起業家の発掘を行うことで、今年度は過去最多の169件（うち県外からは36件）の申請となった。 

・コンテスト認定企業の売上 

 コンテスト認定企業53社の平成28年度の売上合計は36億円を超えており、直近5年間で2倍以上

に伸びている。 

・認定企業の成長支援 

 認定企業に対しては、ISICOの支援チームが認定から現在まで中長期的に伴走支援を行っており、

経営相談をはじめ、国や県、ISICOの等の外部資金獲得、専門家派遣等による課題解決等をサポー

トし、更なる成長に向けた支援を行っている。 

  

（事業に取り組んで苦労したこと） 

○「スタートアップビジネスプランコンテストいしかわ」 

・起業家の発掘 

 県内については、起業家や業界団体、商工会・商工会議所等の産業界、大学等の教育機関、市

町や中部経産局、中小機構北陸等の公的機関、各金融機関等にも協力を得て、産学官金を通じて

起業家を発掘している。 

 県外については、H27年の新幹線開業前から本格的に周知活動を進めてきており、首都圏や関西

圏において周知セミナーを開催しているほか、昨年度から首都圏において石川県所縁の起業家や 

 



 

 

支援者等を集めた「起業家交流会」を開催し、構築したネットワークにより起業家の発掘を図っ

ている。また、多数の首都圏・関西圏の大学、公的機関、支援機関にも広報活動を行い、今年度

は36件のエントリーにつながった。 

・ビジネスプランのブラッシュアップ 

 県内で個別相談を随時行っているほか、首都圏、関西圏において個別相談会を開催し、ビジネ

スプランのブラッシュアップを図っている。ファイナリストに対しては外部専門家を活用しなが

らアドバイスを行っている。 

・認定後の伴走支援体制の構築 

 中小企業診断士等の支援チームが定期的に認定企業に対して伴走支援を行なっている。 

 また、ベンチャーの様々な課題に対応できる県内外の起業家等をメンターとして委嘱して、成

長企業等を対象に定期的に「個別プレゼン会」を実施し、社内で相談できない経営者の悩みを先

輩起業家に相談できる場を設けているほか、特定テーマの個別課題については専門家を招へいし

て「小規模勉強会」を開催し、きめ細やかに課題解決を図っている。 

 今後も、企業のニーズや成長ステージに応じて段階的な支援メニューを充実させ、成長を後押

しすることとしている。 

○「いしかわスタートアップステーション」 

・学生の参加促進 

 中長期的に県内のアントレプレナーシップを醸成するために、共催の北陸先端大に加え、県内

の8大学が参画する「いしかわ学生定着推進協議会」に参画いただき、県内大学生に参加を促して

いる。今後も県内の大学等に参画を促すことにより、起業機運の更なる醸成や関係者のネットワー

ク強化を図っていく。 

・イベントの企画内容 

 本イベントは月1回程度定期的に開催しているため、参加者が飽きることなく主体的に参加し、

毎回気付きがある内容になるように、各構成機関の特色を活かしながら、共同で企画を行ってい

る。 

(事業の成功要因) 

○「スタートアップビジネスプランコンテストいしかわ」 

・県の継続した支援 

 例年、コンテストには知事自ら出席するなど県が深くコミットしている。予算については、H19

年度より11年間にわたり、各年度最低約8,000千円を確保し、新幹線開業前年であるH26からは、

首都圏を初めとした全国から起業家を呼び込むために予算を倍増した。その後も、予算を増額し、

H29からは地方創生関連の交付金も活用しながら、過去最大である25,000千円の予算を確保するな

ど、県からの全面的なバックアップを得ている。 

・認定後の中長期にわたる伴走支援（再掲） 

 中小企業診断士等の支援チームが定期的に認定企業に対して状況確認を行い、経営課題を明確

化した後、県内外の専門家を活用しながら、課題解決を行っている。 

・県や当機構の事業による集中支援 

 認定による支援の他、ISICOの専門家派遣、商品開発や販路開拓を支援する「中小企業チャレン

ジファンド」、研究開発を支援する「次世代産業創造ファンド」、県事業の「県外需要を取込む 

 



 

 

中小企業支援事業」、「ニッチトップ企業等育成事業」の採択、「経営革新計画」への認定によ

る支援など、シームレスな支援が実現できている。 

・起業家交流会等を通じた認定企業間の連携促進 

 H28年度、認定企業や県内外の支援機関を一堂に会した「起業家交流会」を開催し、85名が参加

した。また、昨年度初めて首都圏において石川県所縁の起業家等を集めた「起業家交流会」を開

催し、約50名がピッチを行った。これらの交流会等を通じて、販路拡大、事業連携、課題解決等

のシナジー効果の創出を図っている。 

○「いしかわスタートアップステーション」 

 県内支援機関と共同で、学生の参画促進やイベントの企画運営を行っていることに加え、以下

の点も重視しながら潜在的な起業家層の発掘、創業機運の醸成を図っている。 

・「スタートアップビジネスプランコンテスト」との連動 

 本イベントを通じて、潜在起業家層へのアプローチが可能となったほか、県内支援機関との強

固なネットワークにより、コンテストに申請する起業家を効果的に発掘することが可能となった。

また、ピッチにはコンテスト申請者に優先的にご登壇頂き、ビジネスプランのブラッシュアップ

を図っている。加えて、認定企業に講師として参加頂くことで、形式知だけではなく人脈形成や

暗黙知の継承を図っている。 

 

 

  



 

 

【受賞後の取組みについて】 

 

■スタートアップビジネスプランコンテストいしかわ 

平成19年から「革新的ビジネスプランコンテストいしかわ」としてスタートし、県内で事業化さ

れる有望なビジネスプランを募集し、公開プレゼンテーションにて最優秀起業家、優秀起業家等

を認定し、具体化への個別伴僧支援を行っている。さらに平成29年より「スタートアップビジネ

スプランコンテスト」に改称し、内容を拡充して、石川県内での起業機運の醸成を継続的に図っ

ている。 

イノベーションネットアワード2019を受賞（平成31年2月）後は、「スタートアップビジネスプラ

ンコンテストいしかわ2019」において「未来賞」を新設し、受賞者が、日本最大級のインキュベー

ション・アクセラレーションプログラム「未来2020」の2次審査会へ推薦することをPRしたことで、

さらなる事業展開の可能性が広がったこともあり、過去最多となる171件の応募があった。なお、

未来賞の受賞者は、2次審査会でのプレゼンが評価され、最終審査会で発表する23名（応募総数は

123チームがエントリー）に選定された。 

本年度は、新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から首都圏や関西圏での周知活動を中止し

たことや県内の大学・金融機関等の支援関係機関等を訪問しての周知活動も十分にできなかった

こともあり、129件（昨対比25％減）のエントリーとなったが、県内在住者からの応募総だけで見

ると111件で、昨対比22.8％増となった。 

＜応募者数の推移（過去13年間）＞ 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭

2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31/R1 R2

応募件数 39 36 25 43 53 50 53 114 97 154 154 169 171 129 1,287

認定件数 4 5 4 4 4 4 4 6 6 6 3 3 3 4 60

年度 計

 

■いしかわスタートアップステーション 

起業をテーマに県内の支援機関が共同で、起業家、学生、企業、支援機関等が気軽に集える場づ

くりとして、月1回程度イベント（①先輩起業家や参加者を交えたディスカッション、②有名起業

家等による講演、③ワークショップ、④交流会 等）を開催する。 

イノベーションアワード2019受賞の翌年度（令和元年度）は、計11回のイベントを予定していた

が、令和2年1月頃から新型コロナウイルスの感染流行のため、イベント開催が9回に留まったもの

の、上表にあるとおり、参画機関は、前年度対比で＋9機関、参加者数は前年対比で＋509名、平

均参加者数も＋45名となった。また、参加者の内訳で、当該イベントへの新規参加者数は275名で

あった点を踏まえると、事業目的である「創業機運醸成、起業に興味のある方が気軽に集まる場

所を創出」に相応の効果があったと考えている。 

 2018年度 2019年度  前年比較 

関係機関 12機関 21機関  ＋9機関 

開催回数 7回 9回  ＋2回 

参加者数 347名 856名  ＋509名 

平均参加者数 50名 95名  ＋45名 

 



 

 

上の点を踏まえ、令和2年度は、①本事業の趣旨、目的を再確認し、②回数や参加機関数、参加者

数については拡大路線をとりつつ、③質（参加者構成、企画内容強化）を高めることにも注力し、

④同時に、幅広く広報を行うこととしていたものの、新型コロナウイルスの感染拡大が継続して

いる点を踏まえ、本年度の開催は今後の感染状況を見極めながら、実施の可否を検討中である。 

■女性起業ネットワーク 

石川県内を中心に起業を志すあらゆる段階にいる女性や事業成長に課題を抱える創業間もない女

性起業家をフォローするためのネットワーク構築を目的に、経済産業省の委託事業として平成28

年度からフェーズ0、1といった潜在的な女性の起業希望者、及び起業に関心のある女性を対象に

各支援機関と連携して、さまざまなイベントや相談対応を行ってきた。 

具体的には、平成28年度（1年目）は、女性を対象とした各支援機関との関係づくり、各種起業セ

ミナーキックオフ、パンフレット作成した。平成29年度（2年目）は、地域を広げ、構成機関の幅

を広げ（女性のメンバー増加）、セミナーの範囲を広げ、ロールモデル発信した。平成30年度（3

年目）は、フェーズ0、1の起業を考える女性に対して、公的支援機関の敷居を低くすることで、

常時相談できる窓口の認知度を上げることに注力した。 

イノベーションアワード2019受賞の翌年度の令和元年度（4年目）は、3年間に渡る活動により県

下一円に支援の輪が広がり、各構成機関の支援メニューをお互いに共有し、連携できる体制が整

備できた。 

具体的には、経済産業省の委託事業の最終年度として、これまであまり繋がりが無かった民間の

女性団体とのネットワークを構築し、実際に起業へのイメージを持ってもらい、思いやアイディ

アを形にして実際の商品を販売やサービスを提供する「1日チャレンジショップ」を開催したとこ

ろ、35ブースの出店募集に対して55ブースへの申込があり、当日は50ブースでイベントを開催し、

1,000名超の来場者があった。 

以上の点を踏まえ、本年度は、ISICOが単独予算で、起業に興味のある女性・起業して間もない女

性が一歩踏み出すためのプラットフォームを構築した。 

 


